
2023年度 東北学院大学大学院 修了時意識調査結果

学長室政策支援IR課
◼ 調査期間： 2024年3月４日（月）～2024年3月26日（火）

◼ 調査対象： 2023年度大学院研究科修士課程・博士課程前期課程修了生 58名

◼ 調査方法： GoogleフォームによるWeb回答方式

◼ 回答数： 50件（86.2％）

◼ 調査設問：

1．東北学院大学大学院で受けた授業をふりかえってみたとき、次についてどう思いますか。

①シラバスからは、各授業科目の目標、学習内容、成績評価方法などについて的確な情報を得ることができた。

②授業は、学生の学習意欲を高める工夫がなされていた。

③単位認定や成績評価は、明確な基準・方法にもとづいて適切に行われていた。

④毎年４月に履修する科目を考える際、教員や職員から必要な説明・指導があった。

⑤授業以外でも、教員は、質問・相談に答えるなど学習上の支援をしてくれた。

⑥あなたにとって、授業のレベルは全体的にみてどうでしたか。

⑦大学礼拝などを通じて、キリスト教による人格教育を受けた。

2．研究科・専攻での学びをふりかえってみたとき、次についてどう思いますか。

＜研究指導について＞

学位論文（リサーチペーパー含む）その他の研究指導は適切に行われていた。

<学位授与の方針に示す学修成果について>

学位授与の方針に示す学修成果が身についた。

３．あなたは、総合的にみて、東北学院大学大学院で学んだことをどのように評価していますか。

４．東北学院大学大学院で学んだことの感想、大学や研究科・専攻に改善してほしいことなど、自由に書いてください。 （※非公開）














